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1908年出版のAnne of Green Gables であろう
【番号 5 】。次に、太平洋戦争の開戦と敗戦を挟
み、13年の時を経て1952年 5 月10日付けで三笠
書房より日本で初めて刊行された『赤毛のアン』
が収められている 【番号425】。「蔵書」からわ
かることは「赤毛のアン」シリーズが人気を博
し、ポプラ社、旺文社、偕成社、講談社、集英
社、小学館、文研出版、岩崎書店、新潮社の各
社から出版されていた事実である。ここで面白
いのは、花子本人がそれら「赤毛のアン」シリー
ズの表紙に「保存版一九五五、十二月　第一版」
「函入り初版」などと朱書きしていることであ
る 【番号520】。膨大な書籍や資料に囲まれなが
ら、家事と原稿の締切に追われて翻訳をしてい
た女流文学者の姿が垣間見えてくる。
「腹心の友」たちとの交流
　続いて目を引くのが、白蓮（柳原燁子）・片
山廣子といった東洋英和出身の「腹心の友」と
の交流を思わせる蔵書である。
　まず柳原燁子の著作は 5 冊収められている。
白蓮の作品としては第一歌集『踏絵』が知られ
ているが、「蔵書」には伊藤燁子時代の『幻の華』
【番号15】 のほかは、燁子が伊藤伝右衛門のも
とから出奔し宮崎龍介と一緒になった後、病身
の龍介に代わり一家を支えていた頃の作品で
あった。『則天武后』（改造社）【番号24】、『流
転』（不二書房）【番号57】、『筑紫集』（萬里閣
書房）【番号58】、『荊
い ば ら
棘の實
み
』（1928年 9 月、新
潮社）【番号61】。
　次に花子にとって英米文学の道を拓いてくれ
た片山廣子の著作として『翡
かわせみ
翠』『燈
とう
火
か
節
せつ
』『歌
集　野に住みて』の 3 冊が収められている。な
かでも『翡翠』は佐佐木信綱の主宰する短歌結
社「竹柏会」の出版部から1916年 3 月に刊行さ
れたものである 【番号10】。
　他にも、石井桃子、今井邦子、生方たつえ、
五島美代子、林芙美子、深尾須磨子、森田たま、
吉屋信子などの著作が数多く収められており、
世代や期間に多少の幅があるとは言え、花子の
交流していた女流文学者たちの存在とその人脈
を考える上で示唆に富んでいる。
女流文学者の蔵書形成
　交流のあった人々の著作群とは別に、翻訳文
学を主とする村岡花子はどのような蔵書を形成
し、作品を生み出していったのであろうか。無
論、洋書の全貌を明らかにした上でなければ片
手落ちになるのであるが、あえて資料紹介の範
囲で和書からわかることを述べてみたい。
　漱石、鴎外、藤村ら近代日本の文豪と呼ばれ
る作家たちの全集を揃える一方、「少年少女世
界文学全集」、「世界童話体系」「少女世界名作
全集」「少年少女動物名作全集」「世界少女名作
全集」「日本幼年童話全集」などのシリーズ作
品が顕著である。花子本人が訳者の一人として
入っているという事情もあるが、その対象は英
米文学を軸に据えながらも、ヨーロッパ各国、
日本、中国、インドなどのアジア圏に及び、読
者の対象としては「少年少女」「幼年」、なかで
も「少女」が常に意識されて設定されているの
が窺い知れる。ほかにも蔵書群を詳しく分析し
ていけば、村岡花子のみならず近現代日本の女
流文学、翻訳文学を考察する上で看過できない
特筆すべき項目が浮上するであろう。今回の目
録作成の作業がその端緒となれば幸いである。
 （中高部社会科教諭　史料室委員）
